クラブハウスメンバーが評価している国際基準と支援について-クラブハウス実態調査を通して- by 加藤 大輔
クラブハウスメンバーが評価している国際基準と支援について
―クラブハウス実態調査を通して―
International Standards for Clubhouse Programs which is valued by
the Clubhouse members and Clubhouse support system
― Though the field survey of the Clubhouse ―
































2003；小田 2004ａ；小田 2004ｂ；加藤 2005)3,4,5,6)が行
われたこともあり、クラブハウスという取り組みに関す
る認知は広がっていった。また、クラブハウスの認知度
に関する調査（日本社会事業大学 2001) 8 )やクラブハウ
スにおける就労支援の実態調査（日本クラブハウス推進


















































































































































































































































































































る調査研究、 2 年に 1 度開催されるクラブハウス国
際会議の企画、 3 週間研修の調整等を行っている。
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